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第 ７ ３ 回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会 （ ２ ０ １ ２ 年 秋 季 ） 総 論  

 

講 演 会 企 画 運 営 委 員 長  宮 崎 誠 一 ＊  
*名 古 屋 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科  

 

 

 第 ７ ３ 回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会 は ，

2 0 1 2 年 9 月 1 1 日 (火 )から 1 4 日 (金 )まで

愛 媛 大 学 城 北 地 区 及 び松 山 大 学 文 京 キ

ャンパ スで開 催 され ま した ．四 国 での開 催 は ，

2 0 0 5 年 秋 の徳 島 大 学 での開 催 以 来 で ， ７

年 ぶ り と な り ま し た ．参 加 登 録 者 数 は ， 5 7 5 7

人 （学 生 比 率 は，４ １％ ）で， 2 0 1 1 年 の秋 季

学 術 講 演 会 （山 形 大 学 ）に比 べて ， 1 6 1 人

の増 加 とな り ま し た ． 参 加 者 の内 訳 を 2 0 1 1

年 秋 と比 較 する と ， 正 会 員 （学 生 を除 く ） は ，

9 3 人 の増 加 ，学 生 会 員 が 1 4 0 名 の増 加 と

な る一 方 ，非 会 員 は 7 6 人 の減 少 でし た ．  

厳 し い経 済 情 勢 ， 今 なお続 く 大 規 模 災 害

の影 響 にも関 わらず ，多 くの応 用 物 理 学 会

会 員 の皆 様 に御 参 加 いただいた こ と を感 謝

いたします．   

今 季 講 演 会 では， 1 7 の大 分 類 分 科 と 2

つの合 同 セッシ ョンに ， 3 4 0 1 件 の一 般 講 演

がプログラム され ，口 頭 発 表 ： 2 5 0 4 件 ，ポス

ター発 表 ： 8 9 7 件 が 4 1 の口 頭 発 表 会 場 と 2

つのポ ス ターセ ッシ ョ ン会 場 で行 われまし た ．

大 分 類 分 科 別 に投 稿 件 数 をみ る と ， 「 １ ２ .

有 機 分 子 ・バイオエレク トロニクス 」 が 4 6 0 件

と最 も多 く，続 いて， 「 ６ ．薄 膜 ・表 面 」 3 2 9 件 ，

「 １ ５ ． 結 晶 工 学 」 3 1 4 件 ， 「 １ ４ ． 半 導 体 Ｂ

（探 索 的 材 料 ・物 性 ・デバイス ） 」 2 7 6 件 ， 「 ４ ．

量 子 エレク ト ロニク ス 」 2 6 5 件 の順 でした 。近

年 ，産 業 界 からの投 稿 が低 迷 している 「 １ ３ ．

半 導 体 Ａ （シ リコン ） 」は ， 2 2 9 件 と投 稿 件 数

順 位 では 6 位 でしたが、完 成 度 の高 い発 表

は健 在 でした 。中 分 類 分 科 別 では， 「 １ ５ ． ４  

Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ族 窒 化 物 結 晶 」 1 2 9 件 ， 「 ６ ． ３  酸

化 物 エレク ト ロニ ク ス 」 1 0 4 件 ， 「 １ ２ ． １ １  有

機 太 陽 電 池 」 ９ ６件 と続 き ，聴 講 者 数 でみる

と，一 番 人 気 の 「 １ ２ ． ９  有 機 トランジスタ 」 の

口 頭 発 表 セッションでは，ピーク時 に 1 9 0 名

に達 し ， 「 １ ２ ． １ １  有 機 太 陽 電 池 」 ， 「 ６ ． ３  

酸 化 物 エレク ト ロニクス 」 ， 「 １ ５ ． ４  Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ族

窒 化 物 結 晶 」 ， 「 １ ５ ． ６  Ｉ Ｖ 族 系 化 合 物 」 ，

「 １ ７ ． １ 成 長 技 術 」 ， 「 プ ラ ズ マ生 成 ・制 御 」

の ６つの中 分 類 分 科 のセッシ ョ ンで ， 1 2 0 名

を越 える聴 講 者 数 とな り ， 活 発 な質 疑 応 答

が交 わされました ． また ，今 回 実 施 された 2 2

のシンポジウム （ う ち分 科 企 画 シンポジウム 9

件 ，一 般 無 料 公 開 の特 別 シンポジウム 3 件 ）

では，特 に，講 演 会 2 日 目 に特 別 シンポジウ

ム と し て開 催 された ， S S D M 実 行 委 員 会 企

画 「 固 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス の挑 戦 －新 し い歴

史 に向 けて 」 や ，現 地 実 行 委 員 会 企 画 「 こ

こ まで き た酸 化 物 材 料 科 学 ：創 造 と成 功 の

本 質 」では，会 場 席 数 を上 回 る約 3 0 0 名 の

聴 講 者 数 とな り ，大 変 な盛 況 でした．因 みに，

聴 講 者 数 が 1 0 0 人 を越 えるシンポジウムは，

講 演 会 初 日 に ，特 別 シンポジ ウ ム 「 震 災 復

興 に 向 け て 応 用 物 理 が 取 り 組 むべ き 技 術

課 題 」をはじめ６件 あり ，講 演 会 2 日 目 は，

上 記 特 別 シンポジウムを含 めて開 催 された 4

件 全 て，講 演 会 3 日 目 にも 2 件 中 1 件 あり，

講 演 会 開 催 期 間 中 を通 して ，一 般 セッシ ョ

ン同 様 にシンポジウム も充 実 した意 見 ・情 報

交 換 の場 となりました ．  

昨 秋 の講 演 会 から実 施 されたチュー ト リ ア

ル （ シ ョ ー ト コ ー ス ） に つ い て は ， 今 回 ， 講 演

会 初 日 に 4 件 （各 3 時 間 ）行 われ， 1 6 3 人

の聴 講 （ 有 料 ） が あ り ， 堅 調 で好 評 で し た ．

今 後 も多 様 なニーズに対 応 で き る よ う に ， チ

ュート リアル企 画 の充 実 を図 りたいと考 えてい

ます．  

さ ら に ， 今 季 講 演 会 の 新 企 画 ， O p t i c a l  

S o c i e t y  o f  A m e r i c a ( O S A )  との合 同 シンポ

ジウム （ E n g l i s h  S e s s i o n ） では，光 学 系 の 8  

つエリアで，会 期 4  日 間 を通 して 2 会 場 パラ

レルセ ッ シ ョ ン がプ ロ グ ラ ム されて ，合 計 1 6 0  

件 の発 表 （内 招 待 講 演 2 1 件 ）が行 われまし

た ．講 演 会 2 日 目 の朝 一 番 に行 われた ，

T o n y  F .  H e i n z  Ｏ Ｓ Ａ 会 長 の 特 別 講 演

「 S e e i n g  E l e c t r o n ｓ  i n  G r a p h e n e :  A  

M o d e l  2 - D i m e n s i o n a l  M a t e r i a l 」 には， 1 3 0

人 以 上 の聴 講 があ り ，満 室 で立 ち見 が出 る

ほどの盛 況 とな り ました ． また ，今 回 実 施 され

た他 の 6 つの E n g l i s h  S e s s i o n ( 4 つの中 分

類 分 科 と 2 つのシンポジウム )においても，い

ずれも 5 0 人 を越 える聴 講 者 数 とな り ，活 発

な質 疑 応 答 がなされました ．加 えて ，講 演 会

初 日 の午 前 中 に ，国 際 フ ェ ローに表 彰 され

た C h u n - Ye n  C h a n g  先 生 (台 湾 交 通 大 ，

名 誉 学 長 ) ， S u k - K i  M i n 先 生 （ＫＡ ＳＴ ，名

誉 フェロー ） ，西 義 雄 先 生 （ S t a n f o r d  U n i v . ，

教 授 ） ， H a n s  J o a c h i m  Q u e i s s e r 先 生 （M a x  

P l a n c k  I n s t i t u t e  f o r  S o l i d  S t a t e  

R e s e a r c h ， 名 誉 教 授 ） に特 別 講 演 をしてい

ただき ，多 くの参 加 者 に本 学 会 のグローバル

展 開 の一 旦 を広 報 する こ と ができ ま し た ．来

秋 の講 演 会 では，米 国 M a t e r i a l  R e s e a r c h  
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S o c i e t y と の合 同 シ ンポジ ウ ムが予 定 され ，

既 に 2 3 テーマが提 案 ・申 請 されており ，一

段 と国 際 色 が強 まった活 気 あふれる会 合 に

なると予 測 されます．  

会 期 中 晴 天 に 恵 ま れ た も の の ， 連 日 最

高 気 温 が 3 4℃を越 え， 2 つの体 育 館 で行 わ

れたポスターセッシ ョ ンは ，大 変 な暑 さの中 で

の開 催 とな り ました ．それににもかかわらず ，ポ

スターセッションは大 変 盛 況 で （写 真 参 照 ） ，

併 設 の展 示 会 場 にも ，延 べで 4 千 人 を越 え

る例 年 以 上 の来 場 者 数 があ り ま し た ． 講 演

会 最 終 日 に，春 秋 講 演 会 の付 設 展 示 会 に

継 続 して 1 0 回 以 上 出 展 していただいた企

業 （ 3 5 社 ，うち 2 0 回 以 上 は 2 3 社 ）には，感

謝 状 を贈 呈 し ，大 いに喜 ばれました ．しかし ，

暑 さ対 策 の不 十 分 さは否 めず，今 後 ，空 調

設 備 の整 っ た環 境 で の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ，

企 業 展 示 がで き る よ うにす る必 要 がある と考

えています．  

恒 例 の講 演 会 初 日 の夕 刻 に開 催 され る

懇 親 会 は，会 場 から ，徒 歩 約 1 ５分 の市 内

中 心 部 に位 置 する松 山 全 日 空 ホテルで開

催 さ れ ， 柳 澤 康 信 愛 媛 大 学 学 長 な ら び に

森 本 三 義 松 山 大 学 学 長 はじめ，約 2 5 0 名

の参 加 者 で親 交 を深 めました．  

 愛 媛 大 学 と松 山 大 学 の職 員 を中 心 とした

現 地 実 行 委 員 会 による 1 年 間 の準 備 とアル

バイ トの学 生 達 を含 めての 4 日 間 と前 日 ，

前 々日 の現 場 での活 躍 のお陰 で，全 ての行

事 を滞 りな く進 めるこ とができました ．現 地 実

行 委 員 長 の白 谷 祥 先 生 (愛 媛 大 学 ) ，現

地 実 行 副 委 員 長 の下 村 哲 先 生 (愛 媛 大

学 ) ，安 藤 孝 止 先 生 (鳥 取 大 学 )をはじめ，

現 地 実 行 委 員 会 の諸 先 生 には厚 く感 謝 申

し上 げます．また現 地 実 行 委 員 会 顧 問 とし

て全 体 運 営 にご配 慮 いただきました柳 澤 康

信 愛 媛 大 学 学 長 ならびに森 本 三 義 松 山

大 学 学 長 をはじめとする関 係 の方 々に，厚 く

御 礼 申 し上 げます．  

 

 

 

 

 
ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン お よ び 併 設 展 示 会

場 の 様 子  

 


